樹々 の 若葉の 美し い のが 殊に 嬉しい。 一 番 早く 芽 を 

出し 始める の は 梅、 桜、 杏な どで あるが、 常 磐 木が 芽 

を 出す さま も 何となく 心を惹 く。 

古葉が 凋落して、 新しい 葉が すぐ 其 後から 出る とい 

うこと は 何となく 侘しい ような 気がする ものである。 

椿、 珊瑚 樹、 柚子、 八ッ 手な ど 皆そう だ。 檜、 樅 は 古 

葉の 上に、 唯 新しい 色 を 着ける ばかり だ。 

竹 は 筍の 出る 頃、 其 葉の 色 は 際立って 醜い。 竹が 美 

しい 若葉 を 着ける の は、 子が 既に 若 竹に なって からで 

ある。 生殖 を 営んで 居る 間の 衰えと いう こと を ある 時 

つ くづ く 感じた ， J とが あ つ た。 
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